
予防接種Ωπºfi≠-Ÿ 平成23年2月現在、横浜市

公� �費

標準的な接種年齢 ＜無料で受けられる年齢＞ ＜無料で受けられる年齢＞

3カ月~ ◆BCG �6カ月未満

●インフルエンザ菌b型 ●肺炎球菌

●三種混合1回目 （ヒブワクチン）

3~8週間 3~8週間 4週間

●三種混合2回目 �3カ月~7歳6カ月未満 ●インフルエンザ菌b型 ●肺炎球菌

3~8週間 3~8週間 4週間

●三種混合3回目 ●インフルエンザ菌b型 ●肺炎球菌

◆ポリオ1回目 1年~1年6カ月後  �������1年後�������

（4、10月） �3カ月̃7歳6カ月未満 60日以上あけて

◆ポリオ2回目 ◆麻疹/風疹混合ワクチン（MRⅠ期） 1歳~1歳3か月頃

1歳̃2歳 （4、10月） ��(麻疹、 風疹�別々に接種も可） 1歳̃

12カ月̃24カ月未満 ●インフルエンザ菌b型 ●肺炎球菌

●三種混合追加 ◆水痘
◆おたふくかぜ

3歳 ●日本脳炎I期1回目
1~4週間

●日本脳炎I期2回目 �6カ月̃7歳6カ月未満

約1年後

4歳 ●日本脳炎I期追加

5~7歳 ◆麻疹/風疹混合ワクチン（MRⅡ期）

（小学校入学前の1年間） ��(麻疹、 風疹�別々に接種も可）

5~7歳,小学校入学前の1年間 

小学4年生 ●日本脳炎II期 �9歳~13歳未満

小学6年生 ●二種混合 �11歳~13歳未満

＊中学1年生（下記注2参照） ◆麻疹/風疹混合ワクチン（MRⅢ期） ◆子宮頸がん予防ワクチン
（接種回数3回）

＊高校3年生相当年齢（下記注2参照） ◆麻疹/風疹混合ワクチン（MRⅣ期）

◆ 生ワクチン：次のワクチンを受けるときには4週間以上間隔をあけてください
●不活化ワクチン：次のワクチンを受けるときは1週間以上間隔をあけてください
  （ただし三種混合を続けるときは3~8週間間隔で）

注2：麻疹、風疹ワクチンについて（平成20年4月1日~）
ワクチン 予診票

麻疹風疹混合(MR)
ワクチン

MRワクチン予診票 I期用

麻疹単独、風疹単独
ワクチンでも可

麻疹単独、風疹単独
ワクチン予診票 I期用

麻疹風疹混合(MR)
ワクチン

MRワクチン予診票 II期用

麻疹単独、風疹単独
ワクチンでも可

麻疹単独、風疹単独
ワクチン予診票 II期用

＊中学1年 MRワクチン予診票Ⅲ期用

＊高校3年相当年齢 MRワクチン予診票Ⅳ期用 はやし小児科医院

5歳以上7歳未満
で、来年度小学校
に入学する人

自�費

個別接種
各医療機関で

集団接種 個別接種  
福祉保健センターで 各医療機関で

⇦平成20年4月から5年間
のみ

対象

2回目の麻疹ワクチンを
うけていない人。どちら
かの年齢で受ける。

麻疹風疹混合(MR)
ワクチン（単独ワクチン
希望者は専用の予診票
が必要）

定期接種

1歳以上2歳未満 定期接種

定期接種

なるべくこの年齢
で受けるようにし
ましょう 

注1：BCGは6か月未満が公費接種の対象です 
（ツベルクリン検査を受けずにBCGのみ）�
平成20年1月より横浜市全区で個別接種に変更となりました。 
このため、横浜市内であればどの区でも公費で受けられます。 

注2：下表参照 

注2：下表参照 

平成20年4月~�5年間のみ�

☞高校卒業までに全員
が麻疹風疹ワクチンを
2回受けていることを目
標としています    �

ヒブワクチン、肺炎球菌ワク
チンの接種回数	
  
接種を開始する年齢によって

異なります。詳細は受付まで
おたずね下さい。 

水痘、おたふくかぜワクチン 
保育園にいく方は1歳以降に、 
幼稚園にいく方は入園までに、

受けておくとよいでしょう 

平成23年2月1日～平成24年3月31日	
  
公費負担により無料で接種できます。	
  

平成23年2月1日～平成24年3月31日	
  
公費負担により無料で接種できます。	
  
対象：中学1年～高校1年相当の女子	
  


